
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 日付、単元名 

② 学習課題 

③ 学習活動 

・問題文、写真、実物など 

④思考の過程 

 学習課題に対する 

・解決法 

   ・予想と結果 

   ・想像したこと  など 

⑤まとめ 

⑥習熟・応用 

 

 

 

 

 

授業に欠かせない板書とノート。要点が明確で構造的に整理された板書は、児童生徒の理解を助け、新たな気

付きを生み出し、言語活動を活発化させます。また板書と関連付けられたノートは、児童生徒の思考を深め、貴

重な学びの足跡となり、さらに教師自身の授業改善にも役立ちます。最も身近な学習ツールを、ぜひ一度見直し

てみませんか。 

 

 

ノート活用のポイント 

① その場ですぐ指導に生かす！ 

どこに何を書くか決めておくと、

机間指導の際に、すぐに困っている

子へ支援ができます。 

② 定期的に見て指導計画に生かす！ 

単元のどの場面でノートを集める

かを決めておくと、個々の思考のつ

まずきや深まりを確認でき、指導計

画に生かすことができます。 

③ ノートならではの機能を生かす！ 

真っ白なページはどんな順番で書

いたらよいか、どんな表を作ればよ

いかなど、児童生徒の思考力を鍛え

ます。ワークシートとの関連を考え、

効果的にノートを活用しましょう。 
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≪ 板書の具体例 ～中学校 数学～ ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪ ノートの具体例 ～小学校 算数～ ≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふり返りがしやすいように、日付・単元名を入れ

ます。ページ番号も入れるとより効果的です。 

本時の課題

は児童生徒

が分かるよ

うに、端的な

文で書くこ

とが大切で

す。 
自分の考えを記述し

ます。グラフや表など

を事前に用意してお

くと思考の手助けに

なります。 

教科書の言葉や児童生徒の言葉を活用して

まとめをします。学習課題と正対したものに

なっているか振り返ることが大切です。 

学習課題を提示。今日

取り組む内容をより

具体的に示します。 

本時の学習に対して，児童生徒が興

味・関心をもって取り組めるかが重

要です。 

課題を解決させる

ために，授業者が

児童生徒の思考を

整理します。 

児童生徒の言葉を使いながら，本時のま

とめを板書します。色分けし要点整理す

るなど，ノートにつなげています。 


